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政策の方向性 ３ 安全・安心な上下水道の構築

【①目指す姿】
■健全で安定的な経営基盤を構築し、適切な資産管理のもと、老朽化した施設の
更新などを最適に進めることで、安全・安心な給水サービスと快適な生活環境の
保全が図られています。
■上下水道事業は、事故や災害時においても安定したサービスを確保する必要が
あり、市民生活に密着した重要な役割を担っていることについて、市民の理解が
深まります。

政策課題指標 基準値 (2018 年度 ) 目標値 (2022 年度 )
①安全な水道水に対する市民の満足度
②下水道により衛生的で快適な生活を
送れる市民の満足度

① 82.1％
② 78.7％

① 83.4％
② 81.8％

指　標　の　説　明
『弘前市市民意識アンケート』における、「安全な水道水をいつでも利用できることに
ついて」及び「下水道により衛生的で快適な生活を送れることについて」という設問に、

「満足」「どちらかといえば満足」と回答した市民の割合

【②現状と課題】
◇上下水道事業の状況
●人口減少や節水意識の高まりなどにより、
近年は水需要が減少している状況にあり、今
後、上下水道事業の経営は厳しくなることが
予想されています。
●こうした中、これまで経営基盤の強化を図
るため包括業務委託による効率化や施設の合
理化を行い、健全な事業経営に努めてきまし
た。　
●一方、水道事業について管路経年化率は同
規模事業体と比較して高い数値となっている
ほか、浄水場等の水道施設の耐震化率も東北
主要都市と比較して低い状況にあります。
●下水道事業については、本市の汚水処理人
口普及率は県内でも高い数値となっています
が、公共下水道計画区域においては未普及地
区が残っており、市民からは早期の整備が望
まれています。
●さらに、耐用年数を超え老朽化した下水道
施設の改築・更新が今後増大すると見込まれ
ています。
●よって、安全な水の供給や衛生的な生活環
境の維持により市民が快適に暮らせるよう、
施設の統廃合等によりライフサイクルコスト*
の最小化を図り、長寿命化対策を含めた計画
的な更新や耐震化を進める必要があります。

＜主な統計値（定量分析）＞

＜主な市民等意見（定性分析）＞

弘前市上下水道事業モニターアンケート
では、「災害時においても、安心して飲め
る水を提供してほしい」という意見や、

「安定して下水道施設が使用できるよう
に」という意見が寄せられています。
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下水道整備工事の様子

原ケ平配水池
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【③政策の方向性の目指す姿までに至る施策と成果の図式（ロジックモデル）】

目指す姿 施策の成果
（アウトカム）
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施策 １）安全で安定した水道水の供給

【期待する成果】
・安全で安定的な水の供給が図られ、市民が安心して水道水を使用すること
ができています。
・水道事業に対する重要性や必要性について、市民の理解が広がっています。

施策成果指標 基準値 (2018 年度 ) 目標値 (2022 年度 )

①水道施設の重要性の理解度
②おいしい水が蛇口から出るまでのしくみの理解度

① 99.7％
② 52.6％

① 100％
② 70.0％

指　標　の　説　明

水道事業の PR 会場の来場者や施設見学者に対する水道施設の重要性や必要性の理解度調査
アンケートにより取得

施策 ２）下水道の整備による快適な生活環境の確保

【期待する成果】
・生活環境の改善が図られ、市民が快適に暮らすことができています。
・下水道事業に対する重要性や必要性について、市民の理解が広がっています。

施策成果指標 基準値 (2018 年度 ) 目標値 (2022 年度 )

①下水道施設の重要性の理解度
②家庭排水が河川に出るまでのしくみの理解度

① 99.3％
② 54.0％

① 100％
② 70.0％

指　標　の　説　明

下水道事業の PR 会場の来場者や施設見学者に対する下水道施設の重要性や必要性の理解度
調査アンケートにより取得



179

施策の取組
（アウトプット）

施策を構成する計画事業
（インプット）

　　【取組内容】　　　　　　　　　　　　　　　　 【計画事業】

　　【取組内容】　　　　　　　　　　　　　　　　 【計画事業】

・老朽管の更新、拠点施設の配水管の耐震

化や老朽化施設の更新などの整備を計画

的に進めます。

・適正な水質管理により安全・安心な水の

供給を図ります。

・水道事業についての PR 活動を行い安全

な水の供給に関する市民の理解度向上を

図ります。

・未普及地区の下水道整備を進め、生活

環境の改善や公共用水域の水質保全を図

ります。

・老朽化した下水道施設の計画的な改築・

更新を図り、災害にも強い下水道施設の

構築に取り組みます。

・下水道事業についての PR 活動を行い

生活環境の改善に関する市民の理解度向

上を図ります。

①老朽管更新事業

②主要管路耐震化事業

③樋の口浄水場等建設事業

④相馬地区浄水施設更新事業

⑤水道施設老朽化対策事業

⑥水質監視システム整備事業

⑦上下水道 PR 事業

①公共下水道建設事業

②百沢地区特定環境保全公共下水道建設

事業

③常盤野地区特定環境保全公共下水道

建設事業

④管渠改築事業

⑤公共下水道処理施設等改築事業

⑥マンホールポンプ場改築事業

⑦農業集落排水処理施設等改築事業

⑧上下水道 PR 事業（再掲）
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弘前市（企画部企画課）
〒 036-8551　青森県弘前市上白銀町 1-1
TEL 0172-35-1111 / FAX 0172-35-7956

E-mail : kikaku@city.hirosaki.lg.jp
URL : http://www.city.hirosaki.aomori.jp/
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